
広
島
県
地
方
機
関
の
長
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
䣎 

 
 

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日 

広
島
県
知
事 

横 
 

田 
 

美 
 

香 

広
島
県
規
則
第
四
十
五
号 

広
島
県
地
方
機
関
の
長
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

広
島
県
地
方
機
関
の
長
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則
䥹
昭
和
三
十
九
年
広
島
県
規
則
第
五
十
六
号
䥺
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
䣎 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に

改
正
す
る
䣎 

改 

正 

後 

改 

正 

前 

  

䥹
厚
生
環
境
事
務
所
長
へ
の
委
任
䥺 

第
八
条 

次
に
掲
げ
る
事
務
は
䣍
厚
生
環
境
事
務
所
長

に
委
任
す
る
䣎
た
だ
し
䣍
第
一
号
䣍
第
四
号
㈡
か
ら

㈣
ま
で
䣍
第
七
号
䣍
第
九
号
䣍
第
十
一
号
䣍
第
十
二

号
䣍
第
十
六
号
䣍
第
二
十
七
号
㈡
か
ら

ま
で
䣍
第

二
十
八
号
㈠
䣍
第
二
十
九
号
㈠
及
び
㈡
並
び
に
第
三

十
号
㈠
か
ら
㈣
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
に
つ
い
て
は
広

島
県
西
部
厚
生
環
境
事
務
所
長
に
䣍
第
十
一
号
㈥
か

ら
㈧
ま
で
䣍
㈩
及
び

に
掲
げ
る
事
務
に
つ
い
て
は

広
島
県
西
部
厚
生
環
境
事
務
所
長
及
び
広
島
県
東
部

厚
生
環
境
事
務
所
長
に
䣍
第
二
十
六
号

及
び

に

掲
げ
る
事
務
に
つ
い
て
は
広
島
県
西
部
東
厚
生
環
境 

事
務
所
長
及
び
広
島
県
東
部
厚
生
環
境
事
務
所
長
に
䣍

第
三
十
八
号
に
掲
げ
る
事
務
に
つ
い
て
は
広
島
県
西

部
東
厚
生
環
境
事
務
所
長
に
限
り
䣍
第
十
九
号
か
ら

第
二
十
一
号
ま
で
䣍
第
二
十
五
号
並
び
に
第
二
十
六

号
㈠
か
ら
㈥
ま
で
䣍

か
ら

ま
で
䣍

䥹
土
壌
環

境
に
係
る
も
の
を
除
く
䣎
䥺
及
び

䥹
屋
外
燃
焼
行

為
の
規
制
に
係
る
も
の
を
除
く
䣎
䥺
に
掲
げ
る
事
務

に
つ
い
て
は
広
島
県
北
部
厚
生
環
境
事
務
所
長
を
除

き
䣍
広
島
県
西
部
東
厚
生
環
境
事
務
所
長
䣍
広
島
県

東
部
厚
生
環
境
事
務
所
長
及
び
広
島
県
北
部
厚
生
環

境
事
務
所
長
に
あ
つ
て
は
第
二
十
七
号

か
ら

ま

で
䣍

か
ら

ま
で
及
び

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る 

事
務
に
つ
い
て
は
産
業
廃
棄
物
に
係
る
も
の
に
限
る
䣎

一―

二
十
六 

䥹
略
䥺  

二
十
七 

䥹
略
䥺 

㈠―

 

䥹
略
䥺 

 
  
 

―

 

䥹
略
䥺 

 

第
九
条
の
三
の
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
九
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
の
計
画
の
変
更
又
は
廃
止
の
命

令 

 

第
九
条
の
三
の
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
九
条
の
三
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ

る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
届
出
の
内
容
が
相

当
で
あ
る
旨
の
通
知  

  

䥹
厚
生
環
境
事
務
所
長
へ
の
委
任
䥺 

第
八
条 

次
に
掲
げ
る
事
務
は
䣍
厚
生
環
境
事
務
所
長

に
委
任
す
る
䣎
た
だ
し
䣍
第
一
号
䣍
第
四
号
㈡
か
ら

㈣
ま
で
䣍
第
七
号
䣍
第
九
号
䣍
第
十
一
号
䣍
第
十
二

号
䣍
第
十
六
号
䣍
第
二
十
七
号
㈡
か
ら

ま
で
䣍
第

二
十
八
号
㈠
䣍
第
二
十
九
号
㈠
及
び
㈡
並
び
に
第
三

十
号
㈠
か
ら
㈣
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
に
つ
い
て
は
広

島
県
西
部
厚
生
環
境
事
務
所
長
に
䣍
第
十
一
号
㈥
か

ら
㈧
ま
で
䣍
㈩
及
び

に
掲
げ
る
事
務
に
つ
い
て
は

広
島
県
西
部
厚
生
環
境
事
務
所
長
及
び
広
島
県
東
部

厚
生
環
境
事
務
所
長
に
䣍
第
二
十
六
号

及
び

に

掲
げ
る
事
務
に
つ
い
て
は
広
島
県
西
部
東
厚
生
環
境 

事
務
所
長
及
び
広
島
県
東
部
厚
生
環
境
事
務
所
長
に
䣍

第
三
十
八
号
に
掲
げ
る
事
務
に
つ
い
て
は
広
島
県
西

部
東
厚
生
環
境
事
務
所
長
に
限
り
䣍
第
十
九
号
か
ら

第
二
十
一
号
ま
で
䣍
第
二
十
五
号
並
び
に
第
二
十
六

号
㈠
か
ら
㈥
ま
で
䣍

か
ら

ま
で
䣍

䥹
土
壌
環

境
に
係
る
も
の
を
除
く
䣎
䥺
及
び

䥹
屋
外
燃
焼
行

為
の
規
制
に
係
る
も
の
を
除
く
䣎
䥺
に
掲
げ
る
事
務

に
つ
い
て
は
広
島
県
北
部
厚
生
環
境
事
務
所
長
を
除

き
䣍
広
島
県
西
部
東
厚
生
環
境
事
務
所
長
䣍
広
島
県

東
部
厚
生
環
境
事
務
所
長
及
び
広
島
県
北
部
厚
生
環

境
事
務
所
長
に
あ
つ
て
は
第
二
十
七
号

か
ら

ま

で
䣍

か
ら

ま
で
及
び

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る 

事
務
に
つ
い
て
は
産
業
廃
棄
物
に
係
る
も
の
に
限
る
䣎

一―

二
十
六 

䥹
略
䥺 

二
十
七 

䥹
略
䥺 

㈠―

 

䥹
略
䥺 

 

第
九
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に

係
る
届
出
の
受
付  

―

 

䥹
略
䥺 

 

第
九
条
の
三
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
九
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
の
計
画
の
変
更
又
は
廃
止
の
命

令 

 

第
九
条
の
三
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
九
条
の
三
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ

る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
届
出
の
内
容
が
相

当
で
あ
る
旨
の
通
知  



 

第
九
条
の
三
の
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
九
条
の
三
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
の
変
更
の
届
出
の
受
付  

 
第
九
条
の
三
の
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
九
条
の
三
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
の
変
更
計
画
の
変
更
又
は
廃
止
の
命
令  

 

第
九
条
の
三
の
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
九
条
の
三
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
の
変
更
の
届
出
の
内
容
が
相
当
で

あ
る
旨
の
通
知  

 

第
九
条
の
三
の
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
九
条
の
三
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
の
改
善
又
は
使
用
の
停
止
の
命

令  

 

第
九
条
の
三
の
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
の
軽
微
な
変
更
若
し
く
は
変
更
又
は

廃
止
若
し
く
は
休
止
若
し
く
は
再
開
の
届
出
の

受
付  

―

 

䥹
略
䥺 

      


・
 

䥹
略
䥺 

      
   
 

―

 

䥹
略
䥺 

   

―

 

䥹
略
䥺 

二
十
八―

三
十
八 

䥹
略
䥺 

三
十
九 

本
条
中
の
事
務
の
う
ち
䣍
次
に
掲
げ
る
も

の
に
係
る
行
政
手
続
法
䥹
平
成
五
年
法
律
第
八
十

八
号
䥺
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
聴
聞
又

は
弁
明
の
機
会
の
付
与 

第
四
号
㈣
䣍
第
九
号
㈤
及
び
㈥
䣍
第
十
一
号
㈦ 

及
び
㈨
䣍
第
十
九
号
㈡
䣍
㈢
䣍
㈤
䣍
㈥
䣍
㈧
䣍
㈩
䣍


䣍

か
ら

ま
で
及
び

䣍
第
二
十
号
㈡
䣍
㈢

及
び
㈤
䣍
第
二
十
一
号
㈡
䣍
㈢
䣍
㈤
及
び
㈥
䣍
第

二
十
二
号
㈢
及
び

䣍
第
二
十
三
号
㈨
及
び

䣍

第
二
十
四
号
㈡
䣍
㈢
䣍
㈦
䣍
㈩
䣍

䣍

䣍

䣍


䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

及
び

䣍
第
二
十
四

号
の
二
㈩
䣍
第
二
十
五
号
㈢
䣍
第
二
十
七
号

䣍 


䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

䣍


䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

か
ら

ま
で
䣍

 

第
九
条
の
三
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
九
条
の
三
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
の
変
更
の
届
出
の
受
付  

 

第
九
条
の
三
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
九
条
の
三
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
の
変
更
計
画
の
変
更
又
は
廃
止
の
命
令  

 

第
九
条
の
三
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
九
条
の
三
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
の
変
更
の
届
出
の
内
容
が
相
当
で

あ
る
旨
の
通
知  

 

第
九
条
の
三
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
九
条
の
三
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
の
改
善
又
は
使
用
の
停
止
の
命

令  

 

第
九
条
の
三
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
の
軽
微
な
変
更
若
し
く
は
変
更
又
は

廃
止
若
し
く
は
休
止
若
し
く
は
再
開
の
届
出
の

受
付  

―
 

䥹
略
䥺 

 
第
十
四
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件

に
係
る
届
出
の
受
付
䥹
広
島
市
䣍
呉
市
又
は
県

外
に
の
み
住
所
又
は
事
務
所
を
有
し
䣍
専
ら
産

業
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
を
業
と
す
る
者
に

係
る
も
の
は
除
く
䣎
䥺  


・
 

䥹
略
䥺 

 

第
十
四
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件

に
係
る
届
出
の
受
付
䥹
広
島
市
䣍
呉
市
又
は
県

外
に
の
み
住
所
又
は
事
務
所
を
有
し
䣍
専
ら
産

業
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
を
業
と
す
る
者
に

係
る
も
の
は
除
く
䣎
䥺  

―

 

䥹
略
䥺 

 

第
十
五
条
の
二
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
第
九
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件

に
係
る
届
出
の
受
付  

―

 

䥹
略
䥺 

二
十
八―

三
十
八 

䥹
略
䥺 

三
十
九 

本
条
中
の
事
務
の
う
ち
䣍
次
に
掲
げ
る
も

の
に
係
る
行
政
手
続
法
䥹
平
成
五
年
法
律
第
八
十

八
号
䥺
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
聴
聞
又

は
弁
明
の
機
会
の
付
与 

第
四
号
㈣
䣍
第
九
号
㈤
及
び
㈥
䣍
第
十
一
号
㈦ 

及
び
㈨
䣍
第
十
九
号
㈡
䣍
㈢
䣍
㈤
䣍
㈥
䣍
㈧
䣍
㈩
䣍


䣍

か
ら

ま
で
及
び

䣍
第
二
十
号
㈡
䣍
㈢

及
び
㈤
䣍
第
二
十
一
号
㈡
䣍
㈢
䣍
㈤
及
び
㈥
䣍
第

二
十
二
号
㈢
及
び

䣍
第
二
十
三
号
㈨
及
び

䣍

第
二
十
四
号
㈡
䣍
㈢
䣍
㈦
䣍
㈩
䣍

䣍

䣍

䣍


䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

及
び

䣍
第
二
十
四

号
の
二
㈩
䣍
第
二
十
五
号
㈢
䣍
第
二
十
七
号

䣍 


䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

䣍


䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

か
ら

ま
で
䣍




䣍

及
び

䣍
第
二
十
八
号
㈧
䣍
第
三
十
二
号

㈤
並
び
に
第
三
十
三
号
㈣
及
び
 

 䥹
保
健
所
長
へ
の
委
任
䥺 

第
九
条 
䥹
略
䥺 

一―

六 
䥹
略
䥺 

 

七
・
八 

䥹
略
䥺 

九 

歯
科
技
工
士
法
施
行
規
則
䥹
昭
和
三
十
年
厚
生

省
令
第
二
十
三
号
䥺
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
歯
科
技
工
所
番
号
の
通
知 

九
の
二 

歯
科
技
工
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
䥹
令
和
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
三

号
䥺
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
歯
科
技
工
所
番

号
の
通
知 

十―

九
十
一 

䥹
略
䥺 

九
十
二 

本
条
中
の
事
務
の
う
ち
䣍
次
に
掲
げ
る
も

の
に
係
る
行
政
手
続
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
聴
聞
又
は
弁
明
の
機
会
の
付
与 

 
 
 

第
一
号
㈤
䣍
㈦
䣍

か
ら

ま
で
䣍

及
び

䣍

第
四
号
㈥
䣍
第
六
号
㈠
及
び
㈦
䣍
第
七
号
㈠
及
び

㈤
䣍
第
八
号
㈡
及
び
㈢
䣍
第
十
六
号
㈥
䣍
第
十
八

号
の
三
㈡
及
び
㈢
䣍
第
二
十
号
㈢
䣍
㈦
䣍
㈩
及
び


䣍
第
二
十
二
号
㈠
及
び
㈦
䣍
第
二
十
五
号
㈠
及 

び
㈦
䣍
第
二
十
八
号
㈤
䣍
第
三
十
二
号
㈧
及
び
㈨
䣍

第
三
十
五
号
㈦
䣍
第
三
十
九
号
㈥
䣍
㈧
及
び
㈨
䣍

第
四
十
一
号
㈤
及
び
㈦
䣍
第
五
十
一
号
㈢
䣍
㈤
䣍

㈥
及
び
㈧
䣍
第
五
十
二
号
㈢
䣍
第
五
十
九
号
㈥
䣍


䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

及
び

䣍

第
六
十
四
号

䣍

䣍

及
び

䣍
第
六
十
七
号

㈢
䣍
第
七
十
三
号

か
ら

ま
で
䣍

か
ら

ま

で
䣍

䣍

䣍

䣍

及
び

䣍
第
七
十
六
号


か
ら

ま
で
䣍
第
七
十
九
号
㈣
及
び

䣍
第
八
十

一
号
㈤
䣍
㈦
及
び
㈧
䣍
第
八
十
三
号
㈤
䣍
㈦
か
ら

㈩
ま
で
及
び

䣍
第
八
十
五
号
㈠
並
び
に
第
八
十

九
号
㈥ 


䣍

及
び

䣍
第
二
十
八
号
㈧
䣍
第
三
十
二
号

㈤
並
び
に
第
三
十
三
号
㈣
及
び
 

 䥹
保
健
所
長
へ
の
委
任
䥺 

第
九
条 

䥹
略
䥺 

一―

六 

䥹
略
䥺 

 

七 

削
除 

 

八
・
九 

䥹
略
䥺 

 
 

 
 

 
     

十―

九
十
一 

䥹
略
䥺 

九
十
二 

本
条
中
の
事
務
の
う
ち
䣍
次
に
掲
げ
る
も

の
に
係
る
行
政
手
続
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
聴
聞
又
は
弁
明
の
機
会
の
付
与 

 
 
 

第
一
号
㈤
䣍
㈦
䣍

か
ら

ま
で
䣍

及
び

䣍

第
四
号
㈥
䣍
第
六
号
㈠
及
び
㈦
䣍
第
八
号
㈠
及
び

㈤
䣍
第
九
号
㈡
及
び
㈢
䣍
第
十
六
号
㈥
䣍
第
十
八

号
の
三
㈡
及
び
㈢
䣍
第
二
十
号
㈢
䣍
㈦
䣍
㈩
及
び


䣍
第
二
十
二
号
㈠
及
び
㈦
䣍
第
二
十
五
号
㈠
及 

び
㈦
䣍
第
二
十
八
号
㈤
䣍
第
三
十
二
号
㈧
及
び
㈨
䣍

第
三
十
五
号
㈦
䣍
第
三
十
九
号
㈥
䣍
㈧
及
び
㈨
䣍

第
四
十
一
号
㈤
及
び
㈦
䣍
第
五
十
一
号
㈢
䣍
㈤
䣍

㈥
及
び
㈧
䣍
第
五
十
二
号
㈢
䣍
第
五
十
九
号
㈥
䣍


䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

䣍

及
び

䣍

第
六
十
四
号

䣍

䣍

及
び

䣍
第
六
十
七
号

㈢
䣍
第
七
十
三
号

か
ら

ま
で
䣍

か
ら

ま

で
䣍

䣍

䣍

䣍

及
び

䣍
第
七
十
六
号


か
ら

ま
で
䣍
第
七
十
九
号
㈣
及
び

䣍
第
八
十

一
号
㈤
䣍
㈦
及
び
㈧
䣍
第
八
十
三
号
㈤
䣍
㈦
か
ら

㈩
ま
で
及
び

䣍
第
八
十
五
号
㈠
並
び
に
第
八
十

九
号
㈥ 

 
 

 
 

 

附 

則 

こ
の
規
則
は
䣍
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
䣎
た
だ
し
䣍
第
八
条
及
び
第
九
条
第
九
号
の
二
の

改
正
規
定
は
䣍
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
䣎 


